
港湾施設及び海岸保全施設の被害状況 【八戸港】

②中央防波堤

①北防波堤 ③廃棄物
埋立護岸

（ハネ部）

⑤護岸
T.P.+4.7m

（中央部）

（基部）

④護岸
T.P. +4.7m

⑥護岸
痕跡高
8.03m

八太郎地区
護岸1561mのうち、357.8m欠損

27
凡例；海岸の施設



港湾施設及び海岸保全施設の被害状況 【八戸港】

中央防波堤
・総延長：2257m

① ②

被災延長：20.95m
被災函数：1函（南側）（転倒・水没）

北防波堤
・総延長：3496m
被災延長：1870m
被災函数：142函

ハネ部 中央部

28



港湾施設及び海岸保全施設の被害状況 【八戸港】

④③
天端高T.P. +4.7

近傍痕跡高T.P.+8.03

廃棄物埋立護岸
・護岸ケーソン流出３函（45m）
（大きな土砂の流出無し） 八太郎護岸

・一部損壊、引き波による洗掘あり部損壊、引き波 よる洗掘あり

29



港湾施設及び海岸保全施設の被害状況 【八戸港】

⑤ ⑥

天端高T.P.+4.7
近傍痕跡高T.P.+8.03

八太郎護岸
・一部損壊、引き波による洗掘あり

八太郎護岸
・背後洗掘
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港湾施設及び海岸保全施設の被害状況 【久慈港】

①石油備蓄④半崎 ①石油備蓄
基地物揚場

④半崎
1号護岸

⑫臨港道路胸壁
T.P.+5.5m

痕跡高
8 42m

②波除堤
半崎地区
離岸堤ブロック沈下・飛散あり、沈下量は不明

T.P. 5.5m 8.42m

③半崎
4号護岸

⑦防潮堤

⑪離岸堤

⑨陸閘

⑩陸閘痕跡高

⑥湾口防波堤⑧陸閘

⑩
T.P7.3m7.95m

諏訪下地区
防潮堤2017m倒壊なし
陸閘12基のうち6基損傷、うち1基は扉流出

⑤港内仮置
ケーソン 31

凡例；海岸の施設



港湾施設及び海岸保全施設の被害状況 【久慈港】

① ②

石油備蓄基地物揚場
・終端部エプロン背後 直径225cm、深さ40cmの穴

波除堤
・上部コンクリート全壊
・本体ブロック上部積上部倒壊

③ ④

④

半崎1号護岸

半崎4号護岸
・護岸背後に根固ブロックと見られる塊の散乱

・基部 根ブロック71.6m、
被覆ブロック91.6m被災

・捨石一部露出
・終端部のパラペットの転倒倒壊あり

32



港湾施設及び海岸保全施設の被害状況 【久慈港】

⑤ ⑥⑤ ⑥

湾口防波堤

港内仮置ケーソン
・1函傾斜側壁に穴、クラック多数、
・泊地内1函水没、1函破損

・上；北堤、下；南堤
消波ブロック沈下

⑧

⑦

⑥

諏訪地区防潮堤
・防潮堤の背後に洗掘

⑧

諏訪地区閘門
・扉体が流出

33



港湾施設及び海岸保全施設の被害状況 【久慈港】

⑨ ⑩
天端高T.P.+7.3

近傍痕跡高T.P.+7.95

⑨ ⑩

ガイドレール破損

諏訪下地区陸閘
・ガイドレール破損

諏訪下地区陸閘
・この陸閘は震災後も開閉可能である

⑪ ⑫

・この陸閘は震災後も開閉可能である

天端高T.P.+5.5（臨港道路胸壁）
近傍痕跡高T.P.+8.42

半崎地区離岸堤
・ブロック沈下

臨港道路胸壁
・胸壁の倒壊

34



港湾施設及び海岸保全施設の被害状況 【宮古港】

凡例；海岸の施設

①藤原防波堤 ②藤原第一ふ頭①藤原防波堤 ②藤原第 ふ頭
（-12m）岸壁（F3）

④神林北

痕跡高
10.64m

④神林北
防波堤

高浜地区
防潮堤368m倒壊なし、沈下量は不明
陸閘1基 損傷（作動不可）

⑦防潮堤
T.P.+8.5m

痕跡高

③藤原第二ふ頭（-10m）
岸壁（F7～F10）

⑨防潮堤

⑤陸閘

被災
区間

痕跡高
9.84m

⑧陸閘

⑨防潮堤

⑥防潮堤
T.P.+8.5m

⑩防潮堤
T.P.+8.5m

⑧陸閘

藤原地区
防潮堤1190m、うち50m倒壊あり、沈下量は不明
陸閘は4基、うち1基損傷（開閉操作不可）

⑪防潮堤
T.P.+8.5m 35



港湾施設及び海岸保全施設の被害状況 【宮古港】

① ②① ②

藤原防波堤
・先端部10～20m（灯台含む）沈没

藤原第一ふ頭（-12m）岸壁（F3）
・海側先端部でエプロンの空洞化、沈下

③③

藤原第二ふ頭（-10m）岸壁（F7～F10）
・荷捌き地陥没2箇所、アスファルト塊と土砂が散乱
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港湾施設及び海岸保全施設の被害状況 【宮古港】

④ ⑤

藤原地区陸閘
・ガイドレール破損

神林北防波堤
・全延長418mの内、7,8割損壊

天端高T.P.+8.50
近傍痕跡高T P 10 64

⑦⑥

・ガイドレール破損

天端高T.P.+8.50
近傍痕跡高T.P.+10.64

近傍痕跡高T.P.+10.64

仮応急箇所

藤原地区防潮堤
・倒壊箇所をブロックにて応急復旧

藤原地区防潮堤
・裏法被災
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港湾施設及び海岸保全施設の被害状況 【宮古港】

⑧ ⑨

高浜地区陸閘
高浜地区防潮堤
・表法に一部洗掘が見られるが 堤体基礎部に損傷は見られない

・作動不可

⑪⑩

・表法に一部洗掘が見られるが、堤体基礎部に損傷は見られない

天端高T.P.+8.50
近傍痕跡高T P 9 84

天端高T.P.+8.50
近傍痕跡高T.P.+9.84

端高
近傍痕跡高T.P.+9.84

高浜地区防潮堤
・損傷無し

高浜地区防潮堤
・損傷無し
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港湾施設及び海岸保全施設の被害状況 【釜石港】

①須賀岸壁
須賀地区

①須賀岸壁
（-7.5m）

②須賀岸壁

⑦胸壁
T.P.+4.00m

須賀地区
胸壁1083mのうち、170mに被災あり
陸閘15基のうち、4基損傷、うち1基扉体流出
水門1基異常なし

痕跡高
8.64m

②須賀岸壁
（-11m）

③須賀岸壁

被災区間

（北堤）

③須賀岸壁
（-7.5m）（耐震）⑧陸閘

被災区間

⑩胸壁 （北堤）

④須賀
臨港道路

⑤湾口防波堤
（北堤）

T.P.+4.14m
⑨胸壁

痕跡高
10 66m

（南堤）

⑥湾口防波堤

大平地区
胸壁845mのうち、100mに被災あり
うち、転倒50m、クラック・開き50m
陸閘1基異常なし

10.66m

⑥湾口防波堤
（南堤）水門2基異常なし

凡例；海岸の施設
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港湾施設及び海岸保全施設の被害状況 【釜石港】

① ② 須賀岸壁（-11m）
・法線前出し8cm 沈下10cm法線前出し8cm、沈下10cm
・エプロン目地開き6cm
・先端取付部 法線前だし10cm、沈下10cm

須賀岸壁（-7.5m）
・渡板めくれ、移動

③ ④須賀岸壁（-11m）（耐震）
・法線前だし8cm、沈下7cm 須賀臨港道路

・表層アスファルトめくれ

40



港湾施設及び海岸保全施設の被害状況 【釜石港】

⑤ ⑥⑤ ⑥

湾口防波堤【北堤（延長900m）】
・ほぼ全壊

湾口防波堤【南堤（延長670m）】
・22函のうち 12函が倒壊・崩壊

天端高T.P.+4.00
近傍痕跡高T.P.+8.64

⑦ ⑦

・ほぼ全壊 ・22函のうち、12函が倒壊・崩壊

須賀地区胸壁
・胸壁の表法尻、前面地盤の洗掘
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港湾施設及び海岸保全施設の被害状況 【釜石港】

⑧ ⑨

須賀地区陸閘
・扉体流出

大平地区胸壁

⑩

・扉体流出
・胸壁のクラック及び目地開き

天端高T P +4 14天端高T.P.+4.14
近傍痕跡高T.P.+10.66

大平地区胸壁
・胸壁が陸側に転倒

42



港湾施設及び海岸保全施設の被害状況 【大船渡港】

茶屋前地区
防潮堤 うち 転倒 破損 沈 量は 明

②野々田④野々田地区

防潮堤1167mのうち、280m転倒・破損、沈下量は不明
陸閘7基のうち、3基損傷
水門2基のうち、1基損傷（上屋、電気設備、開閉装置）

②野々田
（-13m）岸壁

④野々田地区
水門

⑤防潮堤

痕跡高
8.07m

①野々田
（-4.5m）岸壁

⑥

被災区間

⑩防潮堤
痕跡高

③湾口防波堤

⑥防潮堤
T.P.+3.40m

⑦水門
T.P.+3.10m

⑩防潮堤
T.P.+3.50m

⑪水門
T.P.+3.50m

痕跡高
10.02m

7.31m

③湾口防波堤

清水地区
胸壁983mのうち 150mに被災あり 沈下量不明

山口地区
防潮堤は特に損傷無し
陸閘3基異常なし
水門1基損傷（開閉操作不能）

被災区間

被災区間

⑨陸閘 痕跡高

痕跡高
6.72m

⑧防潮堤
T.P.+3.00m

胸壁983mのうち、150mに被災あり、沈下量不明
陸閘15基のうち、1基損傷
水門1基損傷

水門1基損傷（開閉操作不能）

永浜地区

9.55m

凡例；海岸の施設

永浜地区
防潮堤853mのうち、220m被災あり、沈下量は不明
陸閘3基異常なし
水門3基のうち、1基損傷
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港湾施設及び海岸保全施設の被害状況 【大船渡港】

① 野々田地区（-4.5m）岸壁 ②① 野々田地区（ 4.5m）岸壁
・上部コンクリート隆起 10cm
・裏込石流出

②

地 岸壁

③

野々田地区（-13m）岸壁
・荷さばき地最大30cm（平均10～20cm沈下）

④

湾口防波堤（北堤244m、南堤291m）
・倒壊し確認できない

野々田地区水門
・上屋、電気設備、開閉装置損傷
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港湾施設及び海岸保全施設の被害状況 【大船渡港】

⑤
茶屋前地区防潮堤
・陸側へ破堤 天端高T P +3 40

⑥
⑤ 陸側へ破堤 天端高T.P.+3.40

近傍痕跡高T.P.+8.07

茶屋前地区防潮堤

⑦

茶屋前地区防潮堤
・破堤

天端高T.P.+3.10
近傍痕跡高T.P.+9.55

⑧

天端高T P +3 00天端高T.P.+3.00
近傍痕跡高T.P.+10.02

山口地区水門
・水門開閉操作不能

永浜地区防潮堤
・海側へ破堤
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港湾施設及び海岸保全施設の被害状況 【大船渡港】

⑩⑨ ⑩⑨

天端高T.P.+3.50
近傍痕跡高T.P.+7.31

清水地区陸閘 清水地区胸壁

⑪

・陸側へ扉体倒壊
清水地区胸壁
・胸壁にクラック発生

天端高T.P.+3.50
近傍痕跡高T.P.+6.72

清水地区水門
・損傷
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港湾施設及び海岸保全施設の被害状況 【石巻港】

①大手2000t
岸壁

②釜地区東水路
飼料等専用岸壁

痕跡高 痕跡高

⑧防潮堤
T.P.+5.6m

痕跡高
4.48m

⑦防潮堤

⑨防潮堤
T.P.+4.5m

⑩防潮堤
T.P.+4.5m

痕跡高
5.81m

③石巻港
雲雀野中央線

T.P. 5.6m
T.P.+5.6m

雲雀野中央線

⑤雲雀野中央ふ頭

西浜・南浜地区
防潮堤2256mのうち、2000m沈下、クラック、欠損
離岸堤1050 消波ブロ ク移動 消失

④雲雀野中央ふ頭
2号岸壁（-13m）

⑤
1号岸壁（-13m）⑥雲雀野防波堤

離岸堤1050m消波ブロック移動、消失
突堤100m捨石マウンド流出、上部工欠損

雲雀野地区
防潮堤3245mのうち、1550m沈下、クラック、欠損
離岸堤750mブロック飛散

凡例；海岸の施設

離岸堤750mブロック飛散
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港湾施設及び海岸保全施設の被害状況 【石巻港】

① ②① ②

大手2000t岸壁
・エプロン沈下（液状化の痕跡あり）

釜地区東水路 飼料等専用岸壁
・護岸損壊、土砂流出

③ ④

石巻港雲雀野中央線
・地割、陥没あり
・法肩部崩壊、めくれ、流出

雲雀野中央ふ頭2号岸壁（-13m）
・移動0.2m（取付部）
・エプロン沈下、陥没：幅5m、深さ最大1.3m
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港湾施設及び海岸保全施設の被害状況 【石巻港】

⑤ ⑥⑤ ⑥

雲雀野中央ふ頭1号岸壁（-13m）
・エプロン沈下、陥没：幅3m、深さ1m程度

雲雀野防波堤（延長1800m）
・仮置ケーソン4函中1函傾斜（半分水没）

⑦ ⑧
天端高T.P.+5.6
近傍痕跡高T.P.+4.48

西浜・南浜地区防潮堤
・防潮堤の欠損

西浜・南浜防潮堤
・防潮堤の欠損
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港湾施設及び海岸保全施設の被害状況 【石巻港】

⑨ ⑩

天端高T.P.+4.5
近傍痕跡高T.P.+5.81

雲雀野地区防潮堤
・防潮堤の欠損

雲雀野離岸堤
・ブロックの飛散
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港湾施設及び海岸保全施設の被害状況 【仙台塩釜港（塩釜港区）】

海岸通・港町地区
防潮堤 うち ク クあり

①東ふ頭岸壁 ③貞山1号

防潮堤1234mのうち、100mクラックあり
陸閘15基のうち、1基破損

代ヶ崎浜地区

⑥陸閘
T.P.+2.69m

①東ふ頭岸壁 ③貞山1号
桟橋

④貞山 号

⑤防潮堤

代ヶ崎浜地区
防潮堤523mのうち、200m倒壊
護岸473mのうち、150m破損、背後地流出
陸閘12基異常なし

②東ふ頭岸壁

T.P. 2.69m

⑦防潮堤
T.P.+2.69m

④貞山2号
桟橋

被災区間

痕跡高
3.58m

中の島・貞山通地区
胸壁4324mのうち、100m前面護岸流出

東宮浜代ヶ崎地区⑧胸壁
T.P.+2.69m

胸 う 、 前面護岸流
陸閘22基異常なし
樋門1基異常なし 要害浦地区

凡例；海岸の施設

花渕吉田浜地区
防潮堤1067mのうち、
210m破損
陸閘5基のうち、1基破損
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港湾施設及び海岸保全施設の被害状況 【仙台塩釜港（塩釜港区）】

① ②① ②

東ふ頭岸壁
・陥没

東ふ頭岸壁
・一部はらみ出し、野積場沈下

③

③

貞山1号桟橋
・一部はらみ出し、エプロン沈下0.2m
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港湾施設及び海岸保全施設の被害状況 【仙台塩釜港（塩釜港区）】

④ ④④ ④

貞 桟橋貞山2号桟橋
・エプロン沈下0.2m

⑤
⑥

天端高T.P.+2.69
近傍痕跡高T.P.+3.58

海岸通・港町地区防潮堤 ⑥・観光船の乗り上げ

海岸通・港町地区陸閘
・扉体の倒壊

53



港湾施設及び海岸保全施設の被害状況 【仙台塩釜港（塩釜港区）】

⑦ 天端高T.P.+2.69
近傍痕跡高T.P.+3.58

⑧ 前面護岸天端高T.P.+1.79
背後胸壁天端高T.P.+2.69
近傍痕跡高T.P.+3.58

海岸通・港町地区防潮堤
・防潮堤背後洗掘

中の島・貞山通地区防潮堤
・前面護岸流出
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港湾施設及び海岸保全施設の被害状況 【仙台塩釜港（仙台港区）】

痕跡高
5 40

①中野ふ頭

湊浜地区
親水護岸300m流出

5.40m

①中野ふ頭
第2号～第6号岸壁 ⑥親水護岸

T.P.+6.4m

被災区間

②中野ふ頭
第1号岸壁（-12m）

⑤緑地護岸

③高砂ふ頭2号岸壁
（-14m）（耐震）

④高砂コンテナ
ターミナル

（-14m）（耐震）

55
凡例；海岸の施設



港湾施設及び海岸保全施設の被害状況 【仙台塩釜港（仙台港区）】

① ②① ②

中野ふ頭第2号～第6号岸壁
・背後ふ頭用地沈下

中野ふ頭1号岸壁（-12m）
・背後ふ頭用地沈下

④③

・アンローダー倒壊

高砂ふ頭2号岸壁（-14m）（耐震）
・ガントリークレーン1基（終点側）が損傷
・取付部終点部法線はらみ出しに伴う背後の崩落、
エプロン部全体が1m沈下、舗装版下に空洞あり
・ヤードに津波による漂流コンテナ散乱

高砂コンテナターミナル
・港内運搬機械津波で漂流・損壊
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港湾施設及び海岸保全施設の被害状況 【仙台塩釜港（仙台港区）】

震災前④
平成23年2月20日撮影

④

震災後
平成23年3月13日撮影平成 年 月 撮影
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港湾施設及び海岸保全施設の被害状況 【仙台塩釜港（仙台港区）】

⑤⑤

緑地護岸
・崩壊し土砂流出

天端高T.P.+6.4
近傍痕跡高T.P.+5.40

⑥

湊浜地区親水護岸
・300m流出 58


